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●郷土博物館分館企画展「石黒敬七展」…１面
●児童扶養手当などの現況届をお忘れなく…２面
●秋のポリオ予防接種…８面
●「区議会だより」が折り込まれています。

―区役所いつでも電話サービス―

葛暮らしのちょっとしたお問い合わせは
緯緯♯８８０♯８８０００　　　緯緯３３７２３３７２‐‐８８００８８００または

黒
め
が
ね
の 
旦  
那 

だ
ん 

な

石
黒
敬
七
展

【場所】郷土博物館分館２階展示室（天沼３崖２３崖１）
　　　　　※右下の地図をご参照ください
【観覧料】無料
【休館日】月曜日と第３木曜日（祝日・休日の場合は翌日）
【問い合わせ】郷土博物館分館緯５３４７崖９８０１
　　　　　　または郷土博物館緯３３１７崖０８４１

８月４日㈯〜１１月４日㈰午前９時〜午後５時

葛
黒
め
が
ね
に
パ
イ
プ
で
お
得
意
の
ポ
ー
ズ

　
（
昭
和　

年
代
の
石
黒
敬
七
さ
ん
）

３０

郷土博物館分館で、杉並の文化人を
取り上げた新しい企画展が始まりま
す。分館は、４月に開園した天沼弁
天池公園内にあり、池や庭石を配し
た日本庭園風の園内も楽しめます。
皆さん、どうぞお越しください。

黒
め
が
ね
の
旦
那 

石
黒
敬
七
展

　

昭
和　

年
か
ら
始
ま
っ
た
、

２４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
と
ん
ち
教

室
」で供
黒
め
が
ね
の
旦
那
僑と

し
て
人
気
の
あ
っ
た
石
黒
敬

七
さ
ん
の
素
顔
と
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
、ご
長
男
で
区
内
在
住

の
石
黒
敬
章
さ
ん
の
監
修
で

紹
介
し
ま
す
。

　

柔
道
普
及
の
た
め
に
渡
仏

し
た
パ
リ
の 
蚤 
の
市
で
掘
り

の
み

出
し
た
珍
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、「
写

真
」「
び
っ
く
り 
真  
贋 
」「
珍
品
」
の

し
ん 
が
ん

三
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
展
示
し
ま

す
。
人
生
を
自
由
に
生
き
抜
い
た
ユ

ー
モ
リ
ス
ト
と
し
て
の
石
黒
さ
ん
の

素
顔
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
主
な
展
示
資
料

　

と
ん
ち
教
室
か
る
た
、
銀
板
写
真

機
、
勝
海
舟
テ
ィ
ン
タ
イ
プ
写
真
、

名
刀
西
園
寺
正
宗
、
ベ
ニ
ス
ゴ
ン
ド

ラ
船
首
飾
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
愛

用
コ
ー
ン
パ
イ
プ
、
大
石
内
蔵
助
愛

用 
椀 
ほ
か

わ
ん

※　

月
に
は
、
企
画
展
に
関
連
し
た

１０講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

す
ぎ
な
み
昔
話
展

　

昭
和　

年
〜　

年
発
行
の
「
広
報

５９

６１

す
ぎ
な
み
」
に
掲
載
さ
れ
た
『
わ
が

ま
ち
の
民
話
』
の
中
か
ら
、
地
域
と

か
か
わ
っ
た
民
話
を
紙
芝
居
や
写
真

な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
は
、「
す
ぎ
な
み
地
域
大

学
」
修
了
の
自
主
グ
ル
ー
プ
「
す
ぎ

な
み
昔
話
紙
芝
居
一
座
」
の
皆
さ
ん

が
、
現
地
を
歩
き
情
報
を
集
め
、
杉

並
に
も
多
く
の
昔
話
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
紙
芝
居
に
し
て
紹
介
す

る
活
動
の
一
環
で
す
。

　

「
あ
の
『
稲
む
ら
の
火
』
と
い
う
話
は
本
当

で
す
か
」。二
〇
〇
五
年
一
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
洋
大
津
波
に
つ
い
て
の
首
脳

会
議
の
際
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
首
相
か
ら

の
質
問
に
、
小
泉
首
相
は
そ
の
話
自
体
を
知
ら

ず
返
答
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

『
稲
む
ら
の
火
』
と
は
、
安
政

元
年
（
一
八
五
四
年
）
に
起
き
た

大
地
震
の
際
、
和
歌
山
の
広
川
の

庄
屋
、
浜
口
梧
陵
は
見
る
見
る
う

ち
に
潮
が
引
き
黒
い
砂
浜
が
広
が

る
の
を
見
て
、「
こ
れ
は
大
津
波
が

来
る
」
と
直
感
し
、
自
分
の
家
に

あ
る
刈
り
取
っ
た
ば
か
り
の
稲
に
火
を
つ
け
た

の
で
、「
庄
屋
さ
ん
の
家
が
火
事
だ
」
と
思
っ
て

高
台
の
浜
口
の
家
に
集
ま
っ
て
き
た
村
人
た
ち

を
大
津
波
か
ら
救
っ
た
と
い
う
話
。
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が
明
治
時
代
に
、

『
生
き
神
様
』
と
い
う
名
で
紹
介
し
て
い
る
海

外
で
も
有
名
な
日
本
の
美
談
で
す
が
、
戦
後
の

日
本
の
教
科
書
か
ら
は
な
ぜ
か
消
え
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
話
は
、
浜
口
と
い
う
人
の
偉
さ
だ
け
で

な
く
、
地
震
や
津
波
の
知
識
を
い
つ
も
生
か
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ
も
教
え
て

い
ま
す
。
も
し
地
震
や
津
波
の
知
識
を
住
民
が

し
っ
か
り
持
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
の
イ
ン
ド

洋
の
大
津
波
か
ら
き
っ
と
多
く
の
人
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の
９
月
４
日
、
区
は
河
川
や

下
水
の
能
力
を
大
幅
に
上
回
る
集
中
豪
雨
で
大

き
な
被
害
を
こ
う
む
り
、
区
で
は
こ
の
苦
い
水

害
の
経
験
を
生
か
し
て
即
応
体
制
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
雨
の
季
節
も
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
た
万
全
の
備
え
で
臨
み
ま

す
。
ま
た
、「
水
」
だ
け
で
な
く
、「
火
」
へ
の

備
え
も
大
切
で
す
。　

年
度
か
ら
は
、
都
条
例

２２

で
、 
全 
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
の

す
べ

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
火
災

警
報
器
は
、
そ
の
設
置
に
よ
り
死
者

を
三
分
の
一
に
減
少
さ
せ
る
結
果
が

出
て
お
り
、
区
で
は
７
月
か
ら
高
齢

者
や
障
害
者
世
帯
を
対
象
に
設
置
助

成
も
始
め
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
早
期

に
設
置
を
お
進
め
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
区
の
震
災
訓
練
は
、
9
月

２
日
㈰
午
後
１
時　

分
か
ら
各
小
・
中
学
校
で

３０

行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

で
、
地
震
の
知
識
と
震
災
時
の
対
応
を
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
む
ら
の
火

杉
並
区
長

区民参加展示（１階展示室）
「すぎなみ昔話展」好評開催中（９月３０日㈰まで）

郷土博物館（本館）の催郷土博物館（本館）の催しし

【開館時間】午前９時〜午後５時
【休館日】月曜日と第３木曜日
 　　　　（祝日・休日の場合は翌日）
【観覧料】１００円（中学生以下無料）

大宮１崖２０崖８緯３３１７崖０８４１

▲落ち着いた雰囲気の郷土博物館分館

▲とんち教室かるた

　今年の夏は中央線がテーマです。テーマにち
なみ、お子さんから大人の方まで楽しんでいた
だけるように中央線の写真を展示し、子ども向
け「展示探検のしおり」も用意して、ご来館を
お待ちしています。
◇郷土史講座「甲武鉄道から中央線へ〜変わる
杉並と鉄道〜」

　 ８月５日㈰午後２時〜４時 東京学芸大
学名誉教授・青木栄一 ６０名（先着順）
◇郷土史講座「ペーパークラフトで中央線を作
ろう！」

　 ８月２６日㈰午後１時３０分〜４時 デザイ
ナー・三浦真 高校生以上の方 ２０名（先着順）

害害〈いずれも〉害害
　 無料 当日、直接会場へ

時 師
定

時 師
対 定

費 申

郷
土
博
物
館
分
館  
企
画
展
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住
民
税
（
特
別
区
民
税
・
都
民
税
）

が
非
課
税
世
帯
で
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
方
は
、申
請
に
よ
り「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措

置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
が
あ

り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
（
昭
和
７
年　

月
１
日

１０

以
降
生
ま
れ
の　

歳
〜　

歳
の
方
）

７０

７４

②
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

　

入
院
時
、
同
じ
月
に
同
一
医
療
機

関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
上
限
と

食
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。低
所
得
英
・

衛
に
該
当
す
る
方
が
減
額
さ
れ
る
の

は
、申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
で
す
。

低
所
得
衛
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去

一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
〇
日
を
超

え
た
場
合
、
再
度
申
請
を
す
る
と
翌

月
の
１
日
か
ら
さ
ら
に
食
費
が
減
額

さ
れ
ま
す
。（
表
１
、
２
）

※
療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
、
食

費
と
居
住
費
（
入
院
時
生
活
療
養

費
）
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
減
額

さ
れ
ま
す
。
金
額
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

①
国
保
年
金
課
国
保
給
付
係
②

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係 

住
民

税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

課
税
課
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

問

他

「一定以上所得者」＝住民税課税所得
が１４５万円以上の方
「低所得Ⅱ」＝国民健康保険加入世帯
員が、住民税非課税世帯の場合（老人
医療受給者証をお持ちの方は、世帯員
全員が非課税の場合）
「低所得Ⅰ」＝低所得Ⅱのうち、世帯
員それぞれの所得が一定基準額以下
の世帯の方
※上記３つ以外の方は「一般」です。

〈表２　入院時の食費（１食あたり）〉
自　己
負担額区　　　　分

２６０円一定以上所得者
一般

２１０円過去１年間の入院期
間が９０日以下（短期）低所得

Ⅱ １６０円過去１年間の入院期
間が９０日超（長期）

１００円低所得Ⅰ
※療養病床に入院し居住費を負担する場
合は、別途料金となります。

〈表１　７０歳以上の方の自己負担限度額（月額）〉
外来＋入院
（世帯ごと）

外　来
（個人ごと）一部負担金の割合と区分

８万１００円＋１％
【４万４４００円】４万４４００円一定以上所得者３割

　　４万４４００円１万２０００円一般
１割 　　２万４６００円 ８０００円低所得Ⅱ住民税非

課税世帯 　　１万５０００円低所得Ⅰ
※「＋１％」は、医療費の総額が２６万７０００円を超えた場合は、超えた
分の１％を加算。【　】内は、年４回以上高額医療費に該当した場
合の４回目以降の額。

　

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
方

に
、
７
月
末
に
現
況
届
用
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
８
月
上
旬
に

現
況
届
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
引
き
続
き
受
給
要
件

が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
８
月
１
日
の
状
況
を
記
入
し
、

必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
と
手
当
や
医
療
費

助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

各
制
度
と
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
担
当
の
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
制

度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
も
、

各
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
児
童
扶
養
手
当

　
（
提
出
期
限
＝
８
月　

日
㈮
）

３１

　
 

児
童
が　

歳
に
達
す
る
日
以
後

１８

の
最
初
の
３
月　

日
（
一
定
の
障
害

３１

を
有
す
る
児
童
は　

歳
未
満
）
ま
で

２０

で
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
と
生
計
を

異
に
す
る
児
童
を
養
育
し
、
公
的
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方

　

審
査
の
結
果
、
８
月
分
以
降
も
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
に

は
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
を　

月
下

１０

旬
に
送
付
し
、
８
月
〜　

月
分
ま
で

１１

の
手
当
を　

月
中
旬
に
口
座
に
振
り

１２

込
み
ま
す
。
所
得
制
限
額
以
上
で
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
方
に
は
、

　

月
下
旬
に
支
給
停
止
通
知
書
を
送

１０付
し
ま
す
。

　
　

年
度
に
支
給
停
止
と
な
っ
て
い

１８
る
方
と
、
受
給
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の　

年
分
所
得
が
制
限
額
以
上
あ

１８

る
と
思
わ
れ
る
方
も
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
（
提
出
期
限
＝
９
月　

日
㈪
）

１０

　
 
　

歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
児
童

２０
対問対

（
愛
の
手
帳
一
〜
三
度
程
度
、
身
体

障
害
者
手
帳
一
〜
三
級
程
度
と
四
級

の
一
部
、
そ
の
他
日
常
生
活
に
著
し

い
制
限
を
受
け
る
内
部
障
害
お
よ
び

精
神
ま
た
は
身
体
上
の
障
害
が
あ
る

児
童
）
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
方

　

現
況
届
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
８

月
分
以
降
も
受
給
要
件
が
あ
る
か
を

確
認
し
ま
す
。

　
 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福
祉
係

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
（
提
出
期
限
＝
８
月　

日
㈮
）

３１

　
 

児
童
が　

歳
に
達
す
る
日
以
後

１８

の
最
初
の
３
月　

日
（
一
定
の
障
害

３１

の
あ
る
児
童
は　

歳
未
満
）ま
で
で
、

２０

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
異
に
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
、
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

　

審
査
の
結
果
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
る
方
に
は
、
医
療
証
を　

月
１２

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

所
得
が
制
限
額
以
上
の
た
め
受
給

資
格
が
消
滅
す
る
方
に
は
、　

年
１

２０

月
上
旬
に
受
給
資
格
消
滅
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係

問対問

〈７０歳未満の方の高額療養費算定基準額〉
８万１００円（医療費総額が２６
万７０００円を超えた場合はそ
の超えた分の１％を加算）

一般世帯

１５万円（医療費総額が５０万円
を超えた場合はその超えた
分の１％を加算）

上位所得者
※

３万５４００円住民税
非課税世帯
※世帯の国保加入者の住民税基礎控除後の総
所得金額が６００万円を超える世帯。

９月２日㈰午後１時３０分〜４時
震災救援所訓練を実施します

　大地震が起きた場合、区立小・中学校は、地域の避
難と救援の活動拠点となる震災救援所となります。そ
こで、震災時に震災救援所を円滑に運営していくた
め、地域・学校・区が連携し、震災救援所運営連絡会
を設立し、災害時に備えた検討を進めています。
　１９年度も、首都直下地震を想定し、児童・生徒の安
全確保、震災救援所の立ち上げ・運営の円滑化を目指
した訓練を行います。ぜひ、ご参加ください。

　 防災課問

　区には、震災時の生活用水を確保するため、
区民の皆さんが所有している井戸を登録して
いただく制度があります。登録された井戸の水
は、震災時に地域の皆さんの生活用水として活
用します。また、登録された井戸を修理する場
合は、区が一部補助をしています。
　現在、区民の方
に登録いただい
た井戸や区立小・
中学校と区施設
に設置した井戸
は、約１０００基あり
ます。
　 防災課問

★防災メモ★ その１★防災メモ★　その１００

震災時生活用水井震災時生活用水井戸戸

▲震災時生活用水井戸

捌
国
民
健
康
保
険 

新
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

４
月
１
日
か
ら
、　

歳
未
満
の
方

７０

が
入
院
し
た
場
合
の
高
額
療
養
費
お

よ
び
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、

新
し
い
申
請
方
法
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

◇　

歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き

７０の
高
額
療
養
費

　
　

歳
未
満
の
方
が
同
じ
月
に
同
じ

７０
医
療
機
関
で
入
院
し
、
一
カ
月
の
自

己
負
担
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基

準
額
（
下
表
）
を
超
え
た
と
き
に
は
、

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
申
請
方
法
は
、
医
療
機
関

で
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
の
ち
、

区
か
ら
約
三
カ
月
後
に
お
送
り
す
る

申
請
書
で
手
続
き
を
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
あ
ら
か
じ
め
区
役

所
に
申
請
し
て
交
付
さ
れ
た
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
、
被
保
険
者
証

と
併
せ
て
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、　

歳
未
満
の
方
の
医
療

７０

機
関
で
の
支
払
い
は
高
額
療
養
費
算

定
基
準
額
（
左
表
）
ま
で
で
済
み
、

高
額
療
養
費
相
当
分
は
区
か
ら
直
接

医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

　

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
申
請

月
の
初
日
か
ら
有
効
で
す
。
認
定
証

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
手
続
き
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・

都
民
税
）
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入

院
時
の
食
費
が
減
額
さ
れ
る
「
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
も
併
せ
て
申

請
で
き
ま
す
（
右
記
事
参
照
）。

※　

年
７
月　

日
ま
で
の
有
効
期
限

１９

３１

の
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
８

月
以
降
も
引
き
続
き
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
再
度
、
申
請
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

歳
未
満
の
方
の
外
来
と
、　

歳

７０

７０

以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
ま
た
、

　

歳
未
満
の
方
の
入
院
の
場
合
で

７０も
、
従
来
ど
お
り
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
の
ち
、
申
請
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◇
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
制

度

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
出
産
し
た
と
き
、
出
産
育
児

一
時
金
と
し
て
子
ど
も
一
人
に
つ
き

三
五
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
出
産
後
の
申
請
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
始
ま

っ
た
「
受
取
代
理
制
度
」
で
は
、
出

産
前
に
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
を

医
療
機
関
な
ど
に
委
任
す
る
こ
と

で
、
出
産
時
の
医
療
機
関
な
ど
で
の

費
用
の
支
払
い
は
三
五
万
円
を
差
し

引
い
た
金
額
で
済
み
、
三
五
万
円
は

区
か
ら
直
接
医
療
機
関
な
ど
へ
支
払

い
ま
す
。

　

出
産
費
用
が
三
五
万
円
に
満
た
な

い
場
合
は
、
費
用
額
を
区
か
ら
医
療

機
関
な
ど
へ
支
払
い
、
差
額
は
区
か

ら
世
帯
主
へ
支
給
し
ま
す
。

　

受
取
代
理
制
度
の
利
用
に
は
、
出

産
予
定
日
の
一
カ
月
前
か
ら
出
産
ま

で
の
間
に
、
世
帯
主
か
ら
の
受
取
代

理
の
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続

き
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
従
来
ど
お
り
、
出
産
後
に
申
請
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
給
付
係

問

現況届の提出を
お忘れなく

入
院
時
の
食
費
等
の
減
額

児童扶養手当・
特別児童扶養手当・
ひとり親家庭等医療費助成

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
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○障
 

・
○身
 

医
療
証
の
更
新

　

現
在
お
使
い
の
○障
 
・
○身
 

医
療
証（
以

下
「
医
療
証
」）
の
有
効
期
限
は
８
月

　

日
㈮
で
す
。
新
し
い
医
療
証
は
８

３１月　

日
㈬
に
発
送
し
ま
す
。
手
続
き

２２
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、　

年
中
所
得
が
左
表
の

１８

基
準
額
を
超
え
て
い
る
場
合
、
９
月

か
ら
の
受
給
資
格
は
喪
失
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
医
療
証
は
、
９
月

１
日
〜　

日
に
障
害
者
施
策
課
（
区

３０

役
所
東
棟
一
階
）、
福
祉
事
務
所
、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
（
障
害
者
施
策
課

へ
は
郵
送
も
可
）。

◇
以
前
医
療
証
を
受
給
し
て
い
て
現

在
受
給
資
格
が
喪
失
し
て
い
る
方

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①　

年
中
の
所
得
が
左
表
の
基
準
額

１８
以
内
の
方

②
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
で
、　

年
１９

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

◇
保
険
変
更
な
ど
の
届
出
を

　

健
康
保
険
証
や
住
所
・
氏
名
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福
祉
係

ま
た
は
福
祉
事
務
所
（
荻
窪
緯
３
３

問

９
８
倆
９
１
０
４
／
高
円
寺
緯
５
３

０
６
倆
２
６
１
１
／
高
井
戸
緯
３
３

３
２
倆
７
２
２
１
）

視
覚
障
害
者
の
た
め
の 

障
害
者
自
立
支
援
法
説
明
会

　
 

８
月　

日
㈬
午
後
１
時　

分
〜

２２

３０

３
時　

分 

杉
並
ア
イ
プ
ラ
ザ
（
南

３０

荻
窪
３
們　

們　

） 

無
料 

当
日
、

２８

１０

直
接
会
場
へ 

杉
並
ア
イ
プ
ラ
ザ

（
杉
並
視
覚
障
害
者
会
館
）
緯
３
３

３
３
倆
３
４
４
４

建
物
の
耐
震
相
談
会

　
 

・ 

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
の
無
料
相
談
会
＝
８
月
８
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時
（
毎
月
一
回
） 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な
ど
が
あ

る
場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

◇
耐
震
診
断
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

木
造
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に

専
門
家
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

　
 

建
築
課
建
築
防
災
係

震
災
時
避
難
誘
導
標
識
を 

設
置
し
ま
し
た

　

震
災
時
に
区
民
の
皆
さ
ん
が
速
や

か
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
最
寄
り
に

医
療
救
護
所
併
設
の
震
災
救
援
所
が

あ
る
J
R
阿
佐
ケ
谷
駅
・
荻
窪
駅
・

西
荻
窪
駅
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
貢
献
事
業
と
し
て

時

場

費

申

問

時

内

場

費

申

他

問

東
京
西
南
・
東
京
杉
並
・
東
京
城
西

の
三
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
区
に

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
 

防
災
課

年
金
受
給
者
の
住
所
変
更
に
は

年
金
用
の
手
続
き
を

　

年
金
受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た

と
き
は
、「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支

払
機
関
変
更
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
こ
の
変
更
届
は
、
転
出
先
の
区

市
町
村
役
場
の
窓
口
や
社
会
保
険
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
５
７

０
倆
０
５
倆
１
１
６
５
ま
た
は
杉
並

社
会
保
険
事
務
所
（
高
円
寺
南
２
們

　

們
９
緯
３
３
１
２
倆
１
５
１
１
）

５４青
少
年
表
彰
候
補
者
を 

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　

区
で
は
、
善
意
の
行
為
の
機
運
を

盛
り
上
げ
、
青
少
年
健
全
育
成
に
資

す
る
た
め
に
、「
心
温
ま
る
善
い
行

い
」
や
「
勇
気
あ
る
行
い
」
を
し
た

青
少
年
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
を

訪
問
し
て
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
機
会

を
持
っ
た
、
友
だ
ち
と
協
力
を
し
て

地
域
清
掃
を
行
っ
た
、
下
級
生
や
年

少
者
に
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
指
導
を
行

っ
た
な
ど
、
青
少
年
に
親
切
に
し
て

も
ら
い
助
か
っ
た
こ
と
、
感
心
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 
　

歳
未
満
の
①
区
内
で
善
い
行

２５

い
を
し
た
青
少
年
②
区
外
で
善
い
行

い
を
し
た
区
内
在
住
の
青
少
年 

区

役
所
一
階
、児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、区
民
事
務
所
・

分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館
に
あ

る
推
薦
書
を
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

１０

ま
で
に
児
童
青
少
年
課
青
少
年
係

（
〒　

倆
０
０
５
１
荻
窪
１
們　

們

１６７

５６

問問対

申

３
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
係
緯

３
３
９
３
倆
４
７
６
０

捌
す
ぎ
な
み
学
倶
楽
部 

写
真
に
撮
っ
て
投
稿
し
よ
う

す
ぎ
な
み 
彩 いろ

　
 
茜 
色
、
群
青
色
、

あ
か
ね

 
萌  
木 
色
、

も
え 

ぎ

 
紫  
苑 

し 
お
ん

色
、
山
吹
色
啻
。
こ
れ
ら
の
伝
統
色

を
杉
並
の
自
然
か
ら
探
し
出
し
て
撮

影
し
、投
稿
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
す

ぎ
な
み
彩
」
で
、
皆
さ
ん
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
す
ぎ
な
み
学
倶

楽
部
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
：
す
ぎ
な

み
学
）」 

w
w
w
.suginam

igak
u
.o
rg

の
「
す
ぎ
な
み
彩
」
コ
ー
ナ

ー
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
感

じ
る
ま
ま
に
撮
影
し
た
写
真
や
ス
ケ

ッ
チ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
 

締
め
切
り
＝
９
月　

日
▽
申
し

２８

込
み
方
法
＝
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
す
ぎ
な
み
学
倶
楽
部
」
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い 

す
ぎ
な
み
地
域
大
学
担
当
緯
３

３
１
２
倆
２
３
８
１
死in

fo
@
su
g

inam
igaku.org

杉
並
・
わ
が
ま
ち 

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

区
で
は
毎
年
多
く
の
方
が
参
加
し

て
区
内
を
一
斉
に
清
掃
す
る
、
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

活
動
期
間
＝　

月（
一
カ
月
間
）

１０

▽
集
め
る
ご
み
の
種
類
＝
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
※
不
法
投
棄
物
（
家

電
四
品
目
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器

な
ど
の
排
出
禁
止
物
や
自
転
車
）
は

対
象
外
で
す
▽
集
め
た
ご
み
の
処
理

＝
ご
み
収
集
日
の
日
程
に
合
わ
せ
、

日
ご
ろ
利
用
す
る
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い 

事
前
に
申
込
用
紙
を
請

求
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
、８
月　

日
ま
で
に
環
境
課（
区

３１

問

HP

申問内

申

役
所
西
棟
七
階
）
胃
３
３
１
２
倆
２

３
１
６
へ 

同
課

平
和
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
・

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　

世
界
の
国
や
地
域
で
は
、
今
な
お

平
和
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
主
役
で
あ
る
皆
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

「
戦
争
の
な
い
、
平
和
な
世
界

を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
を
表
す
作
品
（
一
人
一
点
。

自
作
の
も
の
）
▽
色
＝
自
由
▽
大
き

さ
＝　

唖
×　

唖
〜　

唖
×　

唖
▽

４２

２９

５５

４４

入
賞
＝
小
・
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
金
賞

三
点
、
銀
賞
五
点
、
銅
賞
七
点
、
佳

作
七
点
の
計
四
四
点
。
金
・
銀
・
銅

賞
に
は
賞
状
と
記
念
品
、
佳
作
に
は

賞
状
を
贈
り
ま
す 

区
内
在
住
・
在

学
の
小
学
四
年
生
〜
中
学
生 

区
内

在
学
生
は
各
学
校
へ
。
区
外
学
校
生

は
、
作
品
の
裏
面
に
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
書

い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２８

文
化
・
交
流
課
（
区
役
所
西
棟
七
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
課 

①
応

募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
②

入
賞
作
品
（
佳
作
を
除
く
）
は
返
却

し
ま
せ
ん
③
作
品
の
著
作
権
は
区
に

帰
属
し
、
平
和
啓
発
事
業
に
使
用
す

る
と
と
も
に
氏
名
を
表
示
し
ま
す

問

内

対

申

問

他

〈表１　サービスの内容・費用など〉
費用など内　容名　称

保証期間＝２年間（更新
ごとに保証料が必要です）
保証料（利用者負担金）＝
（月額家賃＋共益費など）
×３０％
※月額家賃と共益費など
の合計が５万円以下の場
合、保証料は一律１万
５０００円

保証人がいない方な
どが民間保証会社と
保証委託契約を結
び、滞納した家賃や
退去の際の家財など
の撤去費用を、入居
者に代わり民間保証
会社が一時的に立替
えます

家賃等債務
保証

利用者負担金＝無料
週１回、電話で入居
者の安否確認を行い
ます

見守りサー
ビス

利用者預託金＝７万円
※親族などが葬儀を行っ
た場合は、預託金を返還
します

入居者が亡くなった
場合、葬儀を執り行
い遺骨の保管を行い
ます

葬儀の実施

利用者預託金＝５万円
※親族などが撤去を行っ
た場合は、預託金を返還
します

入居者が退去した場
合、残存家財などの
撤去を行います

残存家財等
撤去

◇
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
制
度

　

立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い
る
な

ど
の
理
由
で
差
し
迫
っ
て
住
宅
に
困

っ
て
い
る
高
齢
者
に
、
㈳
東
京
都
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
杉
並
区
支
部
の

協
力
を
得
て
、
民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ

っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

　
 

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
区

内
在
住
で　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

６５

し
の
方
ま
た
は　

歳
以
上
の
方
と　

６５

６０

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
②
自
立
し
て
日
常
生
活
が
で
き
る

方
③
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
、
危
険
な
住
宅
に
住
ん
で
い
る
な

ど
の
理
由
で
住
宅
に
お
困
り
の
方

※
次
の
高
齢
者
入
居
支
援
制
度
も
利

用
で
き
ま
す
。

◇
高
齢
者
入
居
支
援
制
度

　

ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
に
際
し
「
保

証
人
が
い
な
い
」、「
入
居
後
の
生
活

が
不
安
」
な
方
、
ま
た
ア
パ
ー
ト
に

お
住
ま
い
で
「
日
々
の
生
活
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
」
方
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
ア
パ
ー
ト
を
お
持
ち
の
家

対

主
の
方
も
、
高
齢
者
に
安
心
し
て
ア

パ
ー
ト
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
表
１
に
掲
げ
る
サ
ー
ビ
ス
を
表

２
の
組
み
合
わ
せ
で
提
供
し
、
高
齢

者
の
居
住
の
安
定
と
住
宅
の
確
保
を

図
る
制
度
で
す
。

　
 

い
ず
れ
も
緊
急
連
絡
先
が
必
要

で
す
①
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
制
度
の

利
用
決
定
者
②
区
内
の
民
間
ア
パ
ー

ト
に
居
住
す
る
、　

歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
の
方
ま
た
は　

歳
以
上
の

６５

方
と　

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
て

６０

い
る
世
帯

対

高
齢
者
の
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
制
度

高
齢
者
の
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
制
度
・・

入
居
支
援
制

入
居
支
援
制
度度

飲酒運転の取締り強化中鎧
８月１日㈬〜７日㈫

飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーン
　飲酒運転は、死亡・重大事故につながる非常に危
険な行為です。区から飲酒運転を追放しましょう。
飲酒運転追放３カ条
①酒を飲んだら運転しない
②酒を飲んだ者には運転させない
③運転する者に酒を出さない、すすめない
　 警察署（杉並緯３３１４崖０１１０／高井戸緯３３３２崖０１１０
／荻窪緯３３９７崖０１１０）または交通対策課
問

─
─
問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課
へ
。

〈◯障 ・◯身 医療証
１９年度所得制限基準〉

本人（２０歳未満の
場合は健康保険の
世帯主・被保険者）
の１８年中の所得

扶養
親族数

３６０万４０００円０人

上記額に１人につ
き３８万円を加算１人以上

〈表２　利用できるサービス〉
サービスコース利用対象者

家賃等債務保証、
見守りサービスＡ

高齢者アパ
ートあっせ
ん制度の利
用決定者

家賃等債務保証、
見守りサービス、
葬儀の実施

Ｂ

見守りサービス、
葬儀の実施、残存
家財等撤去

Ｃ民間アパー
トに居住す
る方

▲新潟県柏崎市の被害
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新
築
区
営
住
宅
、 

　

都
営
住
宅
の
入
居
者

　

７
月
の
区
営
住
宅
あ
き
家
待
ち
登

録
に
応
募
し
た
方
で
も
、
新
築
区
営

住
宅
（
本
天
沼
２
們　

們　

）
に
申

３６

１７

し
込
み
で
き
ま
す
。

◇
共
通
の
申
込
資
格

　

①
都
内
に
居
住
す
る
成
年
者
で
、

そ
の
こ
と
が
住
民
票
な
ど
で
証
明
で

き
る
②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
（
単

身
者
向
を
除
く
）
③
所
得
が
定
め
ら

れ
た
基
準
内
で
あ
る
④
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど

※
詳
細
は
下
表
を
参
照
の
上
、
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
付
期
間
・

場
所

　

８
月
１
日
～　

日
（
各
配
付
場
所

１０

の
休
業
日
を
除
く
）
に
、
住
宅
課

（
区
役
所
西
棟
五
階
）、
福
祉
事
務

所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事

務
所
。
ま
た
、
区
役
所
の
休
日
・
夜

間
受
付
窓
口
で
は
夜
間
と
休
日
も
配

付
し
ま
す
（
事
業
再
建
者
向
は
、
開

庁
時
間
内
に
住
宅
課
の
み
で
配
付
）

※
申
込
書
は
期
間
中
の
み
配
付
し
ま

す
。
都
営
住
宅
申
込
書
は
期
間
中

の
み
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
:

//w
w
w
.to
-ko
u
sya
.o
r.jp
/

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
を
郵
送
（
８
月　

日
ま
で

１４

に
下
表
の
必
着
先
に
届
い
た
も
の
に

限
り
ま
す
）

　
 

区
営
住
宅
は
区
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
緯
＃
８
８
０
０
ま
た
は
住
宅
課
、

都
営
住
宅
は
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
緯
０
５
７
０
倆
０
１
０
８

１
０
（
８
月　

日
ま
で
）、
緯
３
４
９

１０

８
倆
８
８
９
４
（　

日
以
降
） 

公

１１

営
住
宅
入
居
あ
っ
せ
ん
詐
欺
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

HP

問

他

〈新築区営住宅、都営住宅入居者〉
申込書必着先居住条件戸数募集住宅

杉並郵便局区内に２年以上１１一般世帯向け新築区営
住宅 １車いす世帯向け

都住宅供給公社
募集センター

都内に３年以上１３０８ポイント方式（家族向け）

都営住宅

都内に居住１２ポイント方式（車いす使用
者向け）

渋谷郵便局
都内に３年以上

３３９単身者向け
２単身者用車いす使用者向け
６５シルバーピア

都住宅供給公社
募集センター１０事業再建者向定期使用住宅

学
校
エ
コ
改
修
資
質
評
価
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施

　

区
は
、
環
境
と
の
共
生
を
目
指
し

た
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
と
環
境
教
育
を

進
め
、
既
存
校
の
エ
コ
改
修
を
、
総

合
的
な
環
境
へ
の
影
響
を
想
定
し
た

上
で
、
改
修
成
果
を
科
学
的
に
評
価

し
、
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
づ

く
り
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
学
校
づ
く
り
の
計

画
・
設
計
を
多
面
的
に
練
り
上
げ
て

い
く
創
造
性
豊
か
で
意
欲
・
熱
意
を

持
ち
、
高
い
技
術
力
を
有
す
る
建
築

設
計
者
を
選
定
す
る
た
め
資
質
評
価

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
 

受
付
期
間
＝
８
月
６
日
㈪
～　
１０

日
㈮
午
後
５
時（
必
着
）。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

営
繕
課
管

理
計
画
係
ま
た
は
教
育
委
員
会
庶
務

課
施
設
事
務
担
当

捌
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド 

生
活
リ
ハ
ビ
リ
事
業
利
用
者

　

区
は
、
疾
病
・
外
傷
な
ど
に
よ
り

申

問

心
身
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障

害
の
あ
る
中
途
障
害
者
を
対
象
に
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
所
が
困
難
な
方
は
、
送
迎
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
 

障
害
者
福
祉
会
館
（
高
井
戸
東

４
們　

們
５
） 

利
用
手
続
き
の
流

１０

れ
＝
申
し
込
み
受
付
・
面
接
→
利
用

申
請
→
利
用
承
認 

区
内
在
住
で　
１８

歳
以
上　

歳
未
満
の
疾
病
・
外
傷
な

６５

ど
に
よ
り
心
身
に
障
害
の
あ
る
中
途

障
害
者 

一
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
、
フ
ァ
ク
ス
（
５
面
記
入
例
参
照
）

ま
た
は
直
接
、
８
月　

日
ま
で
に
障

３１

害
者
生
活
支
援
課
地
域
生
活
支
援
係

「
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
」（
荻
窪
５
們　

們
２０

１
杉
並
保
健
所
五
階
緯
３
３
９
１
倆

１
９
７
６
胃
３
３
９
１
倆
１
９
７
７
）

へ非
常
勤
職
員

◇
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
（
和
田
３
們

　

們
４
）

５２

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
介

護
業
務
▽
勤
務
日
・
時
間
＝
勤
務
可

能
な
月
・
火
・
土
曜
日
の
午
前
９
時

場

内
対

定

費

申

問

内

ご協力ください　「新潟県中越沖地震」義援金
受付期間＝２０年１月１６日㈬まで

◆募金箱の設置
　区は、新潟県中越沖で発生した地震の被害に対し、日本赤十字社
「新潟県中越沖地震義援金」募金箱を設置しました。皆さんのご協力
をお願いします。
【設置場所】８月１７日㈮まで＝区役所１階ロビー、区民事務所・分室、
駅前事務所渇８月２０日㈪から＝地域福祉係（区役所東棟３階⑤番窓口）
◆郵便振替口座
【口座番号】　００５１０崖５崖２６
【加入者名】　日本赤十字社新潟県支部
【その他】①通信欄に「新潟中越沖地震」と明記②受領証の発行を希
望する場合は、その旨を通信欄に記載③２０年１月１６日までの振込手数
料は無料

 保健福祉部管理課問

新潟県柏崎市に見舞金を届けました
　７月１７日㈫、区と区議会からの見舞金として、５０万円を新潟県東京事
務所を通じて柏崎市に届けました。

 総務課総務係問

就労でお悩みの方へ　就労相談受付中！
区内在住で６０歳以上の方向け区内在住・在勤・在学の方向け
８月７日㈫・１４日㈫・２８日㈫

午後１時～４時
毎週火曜日午前１０時～午後４時

（正午～１時を除く）日時

高井戸地域区民センター
（高井戸東３崖７崖５）

産業経済課相談室
（区役所西棟１０階）場所

無　料 無料（希望で職業適正検査可）費用
当日、直接会場へ予約優先申込

㈳杉並区シルバー人材センター
☎３３１７崖２２１７産業経済課商工係問い

合わせ

　

参
加
の
申
し
込
み
は
、
随
時
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

み
ど
り
公
園
課
公
園
利
用
係

す
ぎ
な
み
公
園
育
て
組

◇
制
度
の
概
要

　

地
域
の
方
が
、
自
分
た
ち
で
選
ん

だ
公
園
の
清
掃
や
植
栽
の
手
入
れ
な

ど
の
活
動
を
自
主
的
・
主
体
的
に
行

い
、
区
が
こ
れ
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。
地
域
の
方
が
公
園
と
の
か
か
わ

り
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の
連
帯
感

を
高
め
、
公
園
利
用
の
モ
ラ
ル
を
向

問

上
さ
せ
る
こ
と
や
、
地
域
に
親
し
ま

れ
愛
さ
れ
る
公
園
に
育
て
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

◇
参
加
で
き
る
方

　

自
治
会
・
町
内
会
、
学
校
、
企
業
、

区
民
な
ど
か
ら
な
る
、
継
続
的
に
活

動
で
き
る
五
名
以
上
の
団
体
。
７
月

１
日
現
在
、
二
三
団
体
、
三
九
九
名

の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

　

区
立
公
園
・
児
童
遊
園
な
ど
の
清

掃
活
動
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
除
草
や

水
や
り
な
ど
で
す
。
事
前
に
区
と
協

定
を
結
び
、
活
動
場
所
や
範
囲
な
ど

を
定
め
ま
す
。

◇
区
か
ら
の
支
援

　

清
掃
用
具
・
園
芸
用
具
な
ど
の
支

給
ま
た
は
貸
与
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
の
加
入
費
用
の
支
援
を
し
ま
す
。

ま
た
、
専
用
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
腕
章

を
お
貸
し
す
る
と
と
も
に
、
活
動
場

所
の
公
園
に
看
板
を
設
置
し
、
活
動

団
体
を
広
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

花
咲
か
せ
隊

◇
制
度
の
概
要

　

区
立
公
園
な
ど
で
、
花
壇
づ
く
り

な
ど
の
緑
化
活
動
を
地
域
の
方
が
行

う
こ
と
で
、
公
園
の
利
用
拡
大
や
地

域
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
区
が
こ

れ
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
環
境
を
よ
く
す
る

こ
と
で
緑
化
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

◇
参
加
で
き
る
方

　

区
内
在
住
の
方
が
五
名
以
上
の
団

体
な
ど
。
７
月
１
日
現
在
、
一
〇
二

団
体
、
七
九
九
名
の
方
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
・
主
体

的
に
公
園
の
花
壇
の
土
づ
く
り
か
ら

デ
ザ
イ
ン
、
草
花
の
植
え
付
か
ら
始

ま
っ
て
、
除
草
、
水
や
り
な
ど
の
日

常
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
（
原
則
一
団
体
四
愛
程
度
）。

◇
区
か
ら
の
支
援

　

花
の
苗
と
肥
料
、
園
芸
用
具
を
提

供
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

費
用
の
支
援
を
し
ま
す
。
腕
章
を
お

貸
し
す
る
と
と
も
に
、
活
動
場
所
の

公
園
の
花
壇
に
看
板
を
設
置
し
、
活

動
団
体
を
広
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

園
芸
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

◇
そ
の
他

　

宝
く
じ
助
成
金
で

花
壇
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

みんなで楽しみんなで楽しくく
公園づく公園づくりり

ボランティア募集

▲切通し公園の
花咲かせ隊の活動

　

分
～
午
後
５
時
▽
時
給
＝
九
〇
〇

３０円
～
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名 

・ 

電
話
で
、
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
・
菱

木
ま
た
は
飯
田
緯
３
３
１
２
倆
９
５

５
６
へ

◇
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
（
永
福
２
們

　

們　

）

１４

２０

　
 

職
種
＝
①
介
護
職
員
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
介
護
）
②
送
迎
バ

ス
添
乗
員
（
朝
ま
た
は
夕
方
の
利
用

者
の
送
迎
）
▽
資
格
＝
①
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
二
級
以
上
②
不
問
（
研
修
あ

り
）
▽
勤
務
日
・
時
間
＝
①
週
二
～

五
日
、
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

１５

　

分
ま
た
は
午
前
９
時
～
午
後
６
時

１５②
週
二
日
程
度
、
午
前
８
時　

分
～

１５

　

時　

分
ま
た
は
午
後
３
時
～
６
時

１１

１５

▽
時
給
＝
①
②
と
も
九
〇
〇
円
～
▽

募
集
人
数
＝
①
五
名
②
三
名 

・ 

電
話
で
、
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
緯
３

３
２
７
倆
５
８
１
１
へ

◇
松
渓
ふ
れ
あ
い
の
家
（
荻
窪
２
們

３
們
１
）

　
 

献
立
作
成
や
調
理
ス
タ
ッ
フ
の

指
導
▽
勤
務
日
時
＝
週
二
、
三
日
。

午
前
８
時　

分
～
午
後
２
時　

分
▽

３０

３０

募
集
人
数
＝
一
名
▽
資
格
＝
管
理
栄

養
士
▽
時
給
＝
一
四
〇
〇
円
▽
そ
の

他
＝
夏
期
年
末
手
当
、
有
給
休
暇
あ

り 

・ 

電
話
で
、
松
渓
ふ
れ
あ
い

の
家
緯
５
３
４
７
倆
１
１
７
８
へ 

詳
細
は
面
談
の
う
え
応
相
談

捌
区
立
歯
科
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
師
（
パ
ー
ト
）

　
 

障
害
者
等
歯
科
診
療
に
お
け
る

看
護
師
業
務
▽
勤
務
日
数
＝
応
相
談

▽
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４

時
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名
▽
時
給
＝

一
五
六
〇
円
▽
そ
の
他
＝
交
通
費
支

給
、
社
会
保
険
加
入 

履
歴
書
を
、

８
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
区
立
歯

２０

科
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０

１６７

０
２
２
下
井
草
４
們　

們　

）
へ
郵

３０

２３

送 

杉
並
保
健
所
地
域
保
健
課
救
急

医
療
係
緯
３
３
９
１
倆
１
３
５
５

申

問

内

申

問

内申

問

他

内

申

問
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マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

七
夕
ま
つ
り

in
　

区
内
の
高
等
学
校
・
大
学
・
団
体

か
ら
な
る
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
連
絡
会

の
参
加
者
と
一
緒
に
、
お
好
き
な
デ

ザ
イ
ン
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ

普
及
を
呼
び
か
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
「
杉

並
戦
隊
イ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
も
登
場
す

る
予
定
で
す
。

　
 

８
月
５
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

 

J
R
阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
広
場 

無

料 

清
掃
管
理
課
ご
み
減
量
推
進
係

杉
並
師
範
館
授
業
公
開

　

教
師
養
成
塾
「
杉
並
師
範
館
」
で

は
、
区
独
自
の
地
域
に
根
差
し
た
教

師
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
、
師
範
館
の
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
塾
生
が
ふ
だ
ん
受
講

し
て
い
る
講
義
を
公
開
し
ま
す
。

　
 

９
月
１
日
㈯
午
前
９
時　

分
～

１５

　

時　

分 

杉
並
師
範
館 

サ
ン
ト

１１

３０

リ
ー
ラ
グ
ビ
ー
部
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス
監

督
・
清
宮
克
幸 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

四
〇
名
（
抽
選
） 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
・
通

時
場

費

問時

場

師

対

定

費

申

学
先
名
と
住
所
も
書
い
て
、
８
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
師
範
館
事

務
局
（
〒　

倆
０
０
１
３
堀
ノ
内
２

１６６

們
５
們　

済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
内
）

２６

へ 

同
事
務
局
緯
３
３
１
１
倆
２
９

０
０ 

当
日
は
当
選
通
知
ハ
ガ
キ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

捌
天
文
の
夕
べ
観
望
会 

夏
の
天
体
め
ぐ
り

　

夏
の
大
三
角
形
の
ベ
ガ
・
デ
ネ
ブ
・

ア
ル
タ
イ
ル
が
見
え
る
時
期
で
す
。

周
囲
の
星
雲
・
星
団
・
二
重
星
を
観

察
し
ま
す
。　

　
 

８
月　

日
㈯
午
後
６
時　

分
～

１８

３０

８
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３
們
３

３０

們　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

１３
で
小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
緯
３
３

９
６
倆
４
３
９
１ 

雨
天
・
曇
天
の

場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
「
天

文
の
話
」
を
し
ま
す

捌
仕
事
と
暮
ら
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
座

　

仕
事
と
私
生
活
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

両
立
す
る
た
め
の
知
恵
を
学
び
、
豊

か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

９
月
５
日
㈬
・　

日
㈬
午
後
７

１９

時
～
９
時
（
計
二
回
） 

産
業
商
工

会
館
（
阿
佐
谷
南
３
們
２
們　

） 
１９

日
本
女
子
大
学
教
授
・
大
沢
真
知
子

 

八
〇
名
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合

問
他

時

場
対

費

申

問他

時

場

師

定

は
当
日
参
加
も
可
） 

無
料 

ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０
０
５
１

１６７

荻
窪
１
們　

們
３
）
へ
（
先
着
順
。

５６

定
員
を
超
え
て
参
加
で
き
な
い
方
に

は
連
絡
し
ま
す
） 

同
セ
ン
タ
ー
緯

３
３
９
３
倆
４
４
１
０ 

託
児
あ
り

（
１
歳
～
就
学
前
で
五
名
）。希
望
者

は
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
８
月　

日
ま
で

２４

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

捌
親
子
か
ん
き
ょ
う
講
演
会 

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
で
太
陽 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
楽
し
く
学
ぼ
う

　

自
然
の
パ
ワ
ー
を 
活 
か
し
て
料
理

い

が
で
き
る
装
置
を
作
り
ま
す
。

　
 

８
月　

日
㈭
午
前　

時
～
正
午

２３

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

） 

足
利
工
科
大
学
機
械
工

１５

１３

学
科
教
授
・
中
條
祐
一 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
小
学
二
年
生
以
上
の

方
（
小
学
二
～
四
年
生
は
保
護
者
同

伴
） 

親
子
二
〇
組
四
〇
名 

七
〇

〇
円
（
材
料
費
） 

・ 

電
話
で
、

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
緯
３
３
９
８

倆
３
１
９
１
へ
（
先
着
順
）

ジ
ョ
ブ
ト
ー
ク
シ
ャ
ワ
ー 

們
あ
な
た
は
将
来
何
に
な
り
た
い

　

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
で
活
躍
し
て
い

る
人
た
ち
の
仕
事
ト
ー
ク
で
す
。
新

た
な
出
会
い
の
中
で
、
働
く
こ
と
に

つ
い
て
、
聞
い
て
、
考
え
て
、
意
見

の
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

８
月　

日
㈯
午
前　

時
～
午
後

２５

１０

３
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪

５
們　

們　

） 

下
表
の
と
お
り 

１５

１３

費

申

問

他

時
場

師

対

定

費

申

問

時
場

師

対

区
内
在
住
・
在
学
で
高
校
生
～　

歳
２４

ま
で
の
青
少
年 

四
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）
で
、
８
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
児
童
青
少
年

１５課
青
少
年
係
緯
３
３
９
３
倆
４
７
６

０
胃
３
３
９
３
倆
４
７
１
４
死yo
u

-s@
c
ity.su

g
in
a
m
i.lg
.jp

へ

（
先
着
順
）

実
践
で
身
に
つ
く
外
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
会
計
們「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
日
誌
」

を
使
用
し
た
会
計
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
ず
、
日
誌
形
式

の
現
金
出
納
帳「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
日
誌
」

を
用
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
日
々
の
会
計

管
理
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
 

８
月　

日
㈬
午
後
６
時　

分
～

２２

３０

８
時　

分 

す
ぎ
な
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

３０

セ
ン
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
東
京
会
議

副
代
表
・
脇
坂
誠
也 

会
計
を
担
当

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者 

二
〇
名

定

費

申

問
時

場師

対

定

 

一
〇
〇
〇
円（
資
料
代
） 

・ 

郵

送
、電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル（
記
入
例
参
照
）に
あ
れ
ば
フ
ァ
ク

ス
番
号
ま
た
は
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

も
書
い
て
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
す
ぎ
な
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ

ー
（
〒　

倆
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１

１６６

們　

們　

緯
３
３
１
４
倆
７
２
６
０

４７

１７

胃
３
３
１
４
倆
７
２
６
５
死info@

np
osuginam

i.jp

）へ（
先
着
順
）

サ
イ
エ
ン
ス
・
ウ
ィ
ー
ク

　

ジ
ュ
ニ
ア
教
室
や
科
学
体
験
教
室

を
行
い
ま
す
。
色
々
な
実
験
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ

の
他
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
や

科
学
ビ
デ
オ
の
上
映
も
行
い
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り 

科

学
館
（
清
水
３
們
３
們　

） 

無
料

１３

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
緯

３
３
９
６
倆
４
３
９
１

新
米
パ
パ
マ
マ
へ 

們
小
児
科
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
に
多
い
病
気
と
そ
の
手

当
て
、
急
病
時
の
適
切
な
対
処
法
、

小
児
科
の
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

　
 

８
月　

日
㈭
午
後
２
時
～
３
時

３０

　

分 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上

３０井
草
３
們
８
們　

） 

石
川
小
児
科

１９

医
院
医
師
・
小
口
美
香 

０
歳
児（
第

一
子
）
の
保
護
者 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン

タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１
２
１
２
へ（
先

着
順
） 

託
児
は
申
し
込
み
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

高
齢
者
虐
待
防
止
と
支
援 

們
き
ま
じ
め
介
護
の
落
と
し
穴

　

介
護
者
が
い
き
い
き
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
 

・ 

８
月　

日
㈫
＝
高
井
戸
地

１４

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
們

費

申

問

時

内

定

場
費

申

問

時
場

師対

定

費

申

問
他

時

場

７
們
５
）
▽　

日
㈬
＝
阿
佐
谷
地
域

２２

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
們　
４７

們　

）
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４

１７
時
（
両
日
同
内
容
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方
ま
た

は
関
心
の
あ
る
方 

各
四
五
名 

無

料 

・ 

電
話
で
、
介
護
予
防
課
高

齢
者
福
祉
係
へ
（
先
着
順
）

家
族
介
護
教
室

◇
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　

夏
場
の
体
力
維
持
の
方
法
や
介
護

予
防
に
つ
い
て
、
体
育
大
学
の
学
生

た
ち
と
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な

が
ら
学
び
ま
す
。

師

対

定

費

申

問

　
 

８
月
７
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

 

浜
田
山
会
館
（
浜
田
山
１
們　

們
３６

３
） 

日
本
女
子
体
育
大
学
講
師
・

吉
宇
田
和
泉
ほ
か 

区
内
在
住
の
方

 

二
五
名 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア　
２４

浜
田
山
緯
５
３
５
７
倆
４
９
４
４
へ

（
先
着
順
）

◇
尿
漏
れ
で
お
悩
み
の
方
へ

　
 

８
月　

日
㈯
午
後
２
時
～
３
時

１８

　

分 

松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家
（
松

３０ノ
木
２
們　

們
３
） 

日
本
コ
ン
チ

１４

ネ
ン
ス
協
会
・
牧
野
美
奈
子 

地
域

の
方
ま
た
は
利
用
者 

二
〇
名 

無

料 

・ 

電
話
で
、
松
ノ
木
ふ
れ
あ

い
の
家
・
堀
端
緯
３
３
１
８
倆
２
６

６
０
へ
（
先
着
順
）

時
場

師

対

定

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

▲清宮克幸

〈ジョブトークシャワー〉
内容・講師時　間

「自己紹介ワークショップ」アナウンサー・香月よう子午前１０時～１１時
ボランティアセンター所長・疋田恵子、企業社会貢献部・佐々木
洋子、学校教育コーディネーター・前田考歩、楽器店・平原裕一、
マンガ家・麻乃真純

　　１１時～１１時３０分

アナウンサー・香月よう子、ウェブデザイナー・鈴木嘉丈、絵本
作家・中山深森、小学校教師・堀友泰孝、ケーキ職人・吉永真梨午後１時～１時３０分

区社会教育主事、ソーシャルプランナー・安井綾子、飲食店経営・
小池克宜、薬局・化粧品・内山りえ、ＮＰＯ理事長・中澤久美

　　１時４０分
～２時１０分

「まとめのワークショップ」香月よう子　　２時１５分～３時
※参加決定後にプロフィールを見て、時間帯ごとに話を聞きたい講師１名を選択します。

〈サイエンスウィーク／夏プログラム（８月）〉

２９日㈬２８日㈫２７日㈪２５日㈯２４日㈮２３日㈭内容など時　間

追跡エレキ
クイズ③

追跡エレキ
クイズ②

追跡エレキ
クイズ①

おじいちゃ
んの花火

水の旅・酸
っぱい雨

４６億年の贈
り物

科学ビデオ
（２２０名）

午前１０時２０分
～１０時５０分

とんとんのゆめ～とんとんと子どもたちの宇宙旅行
プラネタリウム
（１４０名）５歳以上
の子ども向け

１１時～正午

おじいちゃ
んの花火

水の旅・酸
っぱい雨

４６億年の贈
り物

追跡エレキ
クイズ③

追跡エレキ
クイズ②

追跡エレキ
クイズ①

科学ビデオ上映
（２２０名）

午後１時
～１時３０分

ういたりし
ずんだり

じしゃくで
さかなつり

いないいな
いばあ

連射式水鉄
砲

偏光ステン
ドグラス植物探検隊

ジュニア教室
（４０名）５歳～小
学３年生向き

１時４０分～
３時

線香花火を
作ってみよ
う

化学平衡と
その移動

野菜の紙づ
くり

アンモナイ
トVSオウム
ガイ

地磁気を知
る海藻おしば

科学体験教室
（３６名）１時～３時

小学４年生
以上中学生以上小学４年生

以上中学生以上中学生以上小学４年生
以上

ビッグバンで何が起こったか？～宇宙最大の不思議と素粒子の世界プラネタリウム
（１４０名）大人向け

３時１５分～
４時１５分

※定員を超えての入場はできません。先着順。各教室は、当日の午後０時５０分から整理券を配付します（１人１枚）。
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子
育
て
支
援
講
座

　

最
近
で
は
、
い
じ
め
や
発
達
障
害

な
ど
の
話
題
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や

人
間
関
係
を
心
配
し
て
い
る
保
護
者

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
が
人
生
の
様
々
な
局
面
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
の
「
生
き
る
力
」
と

は
何
か
、
ど
の
よ
う
に 
育 
め
ば
良
い

は
ぐ
く

の
か
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

９
月　

日
㈭
午
前　

時
〜
午
後

２７

１０

０
時　

分（
受
付
は
９
時　

分
か
ら
、

４５

３０

座
談
会
は
正
午
か
ら
） 

済
美
教
育

セ
ン
タ
ー 

講
義
と
座
談
会 

早
稲

田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授
・
菅

野
純 

区
内
在
住
で
学
齢
期
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
（
特
に
子
育
て
の
中

で
困
り
ご
と
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
） 

六
〇
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ

キ
（
５
面
記
入
例
参
照
）
に
座
談
会

参
加
希
望
の
有
無
も
書
い
て
、
９
月

７
日
（
必
着
）
ま
で
に
済
美
教
育
セ

ン
タ
ー
教
育
相
談
担
当
（
〒　

倆
０

１６６

０
１
３
堀
ノ
内
２
們
５
們　

）
へ 

２６

同
担
当
・
小
野
ま
た
は
戸
塚
緯
５
３

７
８
倆
０
９
６
１ 

①
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん
②
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
③
バ
ス
・
電
車
な
ど
の
交
通

機
関
の
利
用
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い

捌
学
校
開
放
公
開
講
座 

シ
ニ
ア
の
転
ば
な
い
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け
る

よ
う
に
体
を
柔
軟
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

時

場

内

師

対定

費

申

問

他

　
 

・ 

９
月
５
日
㈬
・　

日
㈬
＝

１２

硬
く
な
っ
た
筋
肉
を
や
わ
ら
げ
る
▽

　

日
㈬
＝
関
節
を
や
わ
ら
げ
る
▽　

１９

２６

日
㈬
＝
筋
力
ア
ッ
プ
▽　

月
３
日

１０

㈬
・　

日
㈬
＝
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ

１０

／
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
０
時

１１

　

分
（
計
六
回
） 

向
陽
中
学
校
ク

３０ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
下
高
井
戸
３
們　

們
２４

１
向
陽
中
学
校
内
） 

杉
並
洋
舞
連

盟
理
事
・
鹿
野
裕
子 

区
内
在
住
・

在
勤
で　

歳
以
上
の
方 

二
〇
名

６０

（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ（
５

面
記
入
例
参
照
）
で
、
８
月　

日
２０

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
向
陽
ス
ポ
ー

ツ
文
化
ク
ラ
ブ
（
〒　

倆
０
０
７
３

１６８

下
高
井
戸
３
們　

們
１
）
へ 

同
ク

２４

ラ
ブ
緯
３
３
２
９
倆
３
９
３
５
（
日

曜
・
水
曜
日
の
午
後
の
み
）

障
害
者
の
た
め
の 

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 

杉
並
障

害
者
福
祉
会
館 

民
間
会
社
の
派
遣

講
師 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

障
害
の
あ
る
方 

各
一
五
名 

各
二

〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
５
面
記

入
例
参
照
）
に
コ
ー
ス
名
、
障
害
の

状
況
、
在
勤
・
在
学
者
は
勤
務
先
ま

時

内

場
師対

定

費

申

問

時

内

場

師

対

定

費

申

た
は
学
校
名
と
所
在
地
も
書
い
て
、

８
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者

２１

福
祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
（
〒

　

倆
０
０
７
２
高
井
戸
東
４
們　

們

１６８

１０

５
）
へ 

同
事
務
局
緯
３
３
３
２
倆

６
１
２
１
胃
３
３
３
５
倆
３
５
８
１

 

手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方
は
、
手

話
歴
を
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い

問

他

★杉並公会堂主催の催し
◇有馬稲子と五つの楽器による語り「はなれ瞽女（ご
ぜ）おりん」
　 １０月２１日㈰午後３時３０分開演（３時開場） 出演
＝有馬稲子（おりん）、和田薫（ピアノ）ほか Ｓ席
５０００円、Ａ席４０００円　
◇木野雅之プロデュース“バイオリン・スピリット”
「ドイツのシンデレラ・ガール」
　 １０月２７日㈯午後６時開演（５時３０分開場） 出演
＝アラベラ・美歩・シュタインバッハー（バイオリン）、
ロベルト・クーレック（ピアノ）渇曲目＝プーランク
「バイオリン・ソナタ」、ラベル「バイオリン・ソナタ」
ほか Ｓ席４０００円、Ａ席３０００円、Ｂ席２０００円

害害〈いずれも〉害害
　 杉並公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） チケッ
ト販売窓口＝①杉並公会堂☎５３４７崖４４５０②杉並区文化
協会☎５３４７崖４３６６③区役所１階「コミュかるショップ」
④地域区民センター⑤チケットぴあ☎０５７０崖０２崖９９９９/
クラシック専用・オペレーター対応☎０５７０崖０２崖９９９０
⑥杉並区文化協会ウェブ予約 http://www.sugibu 
n.com/ 杉並公会堂☎５３４７崖４４５０
★チャリティー杉並文化フォーラム
　公演の収益の一部を、新潟県中越沖地震の被災地へ
送ります。
　 １０月１７日㈬午後６時３０分
（５時３０分開場） 杉並公会堂
大ホール（上荻１崖２３崖１５） ・
 第１部＝フルート天使の歌
（山形由美〈フルート〉）渇第２
部＝講演「なぜ今、松下幸之助
なのか？」（ＰＨＰ総合研究所社
長・江口克彦） １０００名 ３０００
円（全席自由） チケット販売
窓口＝①杉並区文化協会②区役
所１階「コミュかるショップ」
③地域区民センター④杉並区文化協会ウェブ予約 
http://www.sugibun.com/⑤杉並公会堂☎５３４７崖
４４５０⑥チケットぴあ☎０５７０崖０２崖９９９９（Ｐコード６０９崖
６７５） ＮＰＯ杉並文化村事務局☎３２２０崖００２１
◇区民５０組（１００名）を無料招待
　 往復ハガキ（５面記入例参照）で、８月１０日（必
着）までに杉並文化村（〒１６７崖００３２天沼３崖１０崖２）
へ（先着順） ＮＰＯ杉並文化村事務局☎３２２０崖００２１
★工藤裕子　ショパン三昧～ショパン晩年の名作をた
っぷりと
　 １０月２１日㈰午後２時開演（１時３０分開場） 浜田
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山会館（浜田山１崖３６崖３） 曲目＝「子守歌」、「舟
歌」、「ソナタ第３番」ほか 前売＝一般２５００円、学生
１０００円渇当日＝一般３０００円、学生１５００円（全席自由）
 ・ 電話で、フリッツ音楽企画☎５３７８崖１２０５へ 未
就学児の入場はご遠慮ください
★城西病院ホスピタリティコンサート
　 ８月１７日㈮午後７時開演（６時３０分開場） 城西
病院（上荻２崖４２崖１１） 出演＝林崎祥子（ピアノ）、
ミヒャエル・ハーゲマン（ピアノ）渇曲目＝グノー「フ
ァウスト」よりワルツ、リベルタンゴほか ７０名 無
料 ・ 電話で、城西病院☎３３９０崖４１６６へ（先着順）
★東京ジュニアオーケストラソサエティ定期演奏会
　 ８月２６日㈰午後２時開演（１時１５分開場） 杉並
公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演＝小野富士
（指揮）、東京ジュニアオーケストラソサエティ（演奏）
ほか渇曲目＝チャイコフスキー「交響曲第５番」、リム
スキー＝コルサコフ「スペイン奇想曲」ほか 一般２０００
円、学生５００円（全席自由） ・ 電話で、東京ジュ
ニアオーケストラソサエティ事務局☎３８３６崖３４３８へ 
午後１時３０分からロビーコンサートあり（出演＝篠崎
史紀〈バイオリン〉）
★杉並区交通安全のつどい
　 ９月１２日㈬午後２時開演（１時３０分開場） 杉並
公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） ・ 交通安全教
室、漫談（牧伸二）、歌謡ショー（市原利夏）など 区
内在住の方 ２００名（抽選） 無料 ・ 往復ハガキ
（５面記入例参照）で、８月２０日（必着）までに荻窪
交通安全協会（〒１６７崖００３４桃井３崖１崖３☎３３９９崖
３３００）へ
★夏休み杉並将棋祭り
　クラス別に競う競技大会で、将棋愛好家ならどなた
でも参加できます。
　 ８月１９日㈰午前１０時～午後４時３０分（受付＝９時
３０分） セシオン杉並（梅里１崖２２崖３２） １２０名（先
着順） 一般１５００円、高校生以下５００円 当日、直接
会場へ 杉並将棋祭り実行委員会・田中☎３３９２崖１９２５
★シニアのための初めてのパソコン・デジカメ講座
　 ・ ８月２６日㈰・２８日㈫～３０日㈭①超初心者向け
パソコン入門（基本操作、簡単な文章の作成など）＝
午前９時３０分～午後０時３０分②デジタルカメラ入門
（基本操作、パソコンへの取り込みなど）＝午後１時
３０分～４時３０分 高齢者活動支援センター（高井戸東
３－７崖５） 区内在住で５５歳以上の方 各１５名（抽
選） 各６０００円（テキスト代含む） 往復ハガキ（５
面記入例参照）に、希望する①②の講座名と、以前落
選したことがある方は「落選○回」と赤字で書いて、
８月１０日（必着）までにＩＴスクエア杉並（〒１６８崖
００６３和泉３崖１７崖１５）へ ＩＴスクエア杉並☎０９０崖
４７２２崖２５７４
★ビスタで学ぶ「はじめてのパソコン入門Ｖ崖１」講座
　 ９月６日～２７日の毎週木曜日午前１０時～正午（計
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４回） ㈳杉並区シルバー人材センター清水分室 基
本操作・文字入力・インターネットなど 杉並区シル
バー人材センター会員 全回参加できる方。年齢制限
はありません １０名（抽選） ８９００円 ハガキ（５面
記入例参照）に昼間の連絡
先、キャンセル待ちの有無
も書いて、８月１２日（消印
有効）までに㈳杉並区シル
バー人材センター清水分室
（〒１６７崖００３３清水３崖２２崖
４崖２階）へ 同分室☎
３３９４崖２２５３ 申込者５名以
下の場合中止することもあ
ります
★メタボリックシンドローム克服「無理なく・無駄な
く・危険なく」運動実践講座
　 ８月１８日㈯午前９時２０分～１１時 高円寺体育館
（高円寺南２崖３６崖３１） ＮＰＯ法人グループあいび
ー 区内在住・在勤の方 ５０名（抽選） １０００円 
往復ハガキ（５面記入例参照）で、８月１５日（必着）
までにＮＰＯ法人グループあいびー（〒１６８崖００６３和泉
４崖１６崖１６）へ 同法人・内田☎３７８４崖３９４６
★「杉並区民オペラ」合唱団員・児童合唱団員募集
　わかりやすい日本語による区民のためのオペラを創
ることを目的としています。
　 公演予定＝２０年６月 公演場所＝セシオン杉並
（梅里１崖２２崖３２） ①合唱団＝練習日時＝毎週土曜
日渇練習場所＝杉並第十小学校（和田３崖５５崖４９）、高
南中学校（和田３崖４０崖１０）ほか②児童合唱団＝練習
日時＝毎週日曜日渇練習場所＝めいた音楽院（和田１
崖１１崖１５） ・ 電話で、杉並区民オペラ事務局☎
３３８０崖１０４２へ
★都民の水がめの自然と歴史を学ぶ山の体験～オール
東京６２市区町村共同事業
　 ９月２３日㈷～２４日休（１泊２日） 奥多摩町鳩ノ
巣・山のふるさと村 ヒノキの伐採見学と皮むき体験、
水出ずる森の体験、湖底の歴史探しなど 区内在住の
小学５年生～中学１年生 ４０名（抽選） ３０００円 往
復ハガキに郵便番号・住所・電話番号・参加者名（学
年・性別）・保護者名・代表者名（グループ参加の場合）
を書いて、９月２日（消印有効）までにみどり体験交
流事業（山の体験・奥多摩町）係（〒１７０崖８６９１豊島郵
便局私書箱５７号）へ みどり体験交流事業事務局☎
５９４９崖１３５６（月～金曜日午前９時～午後７時。祝日を
除く） 締切日の２、３日後に当落選を通知します
★杉並区シルバー人材センター リサイクル自転車の販売
　 ８月２０日㈪～２２日㈬午前１１時～午後４時 リサ
イクル自転車作業所（永福２崖１崖１１☎３３２７崖２２８７）
 販売価格＝１台６５００円～１万円 直接、同作業所へ
（先着順） ㈳杉並区シルバー人材センター☎３３１７崖
２２１７
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区の後援・その他の
催し・講座など

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費用日　　時内容などゆうゆう館名

各回
１０００円

９月８日㈯・１５日
㈯・２２日㈯・２９日
㈯午後１時３０分～
４時（計４回）

シニアのため
のパソコンを
楽しむ①

西田館（荻窪１崖
５７崖４緯・胃３３９１
崖８７４７）

１作品
２０００円
（テキスト
代別）

８月１８日㈯～２９日
㈬の土・水曜日午
後１～３時（希望
作品を選択）

ワードですて
きな「便せん・
手紙・名刺・
葉書」作り

四宮館（上井草２
崖２８崖３緯・胃３３９６
崖７６９２）

月１５００円

９～１１月のＡ組＝
第１・３水曜日、
Ｂ組＝第２・４水
曜日／いずれも午
後５時～７時

卓球講座
～初級者、中
級者向け

上荻窪館（上荻３
崖１６崖６緯・胃３３９５
崖１６６７）

１回５００円
（菓子付き）

９月９日㈰から毎
月１回午前１１時～
正午

お茶を美味し
く淹（い）れて
楽しむ「カル
茶スクール」

善福寺館（善福寺
２崖２６崖１８緯・胃
３３９４崖８９６３）

４０００円
（テキスト
代含む）

９月１８日㈫、１０月
２日㈫午前１０時～
正午（計２回）

初心者対象
「パソコン基
礎講座」

高井戸東館（高井
戸東３崖１４崖９緯・
胃３３０４崖９５７３）

※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。

▲山形由美

〈障害者のためのパソコン教室〉
内　容日　時コース名

パソコン（Word）の基本操
作／文字・記号の入力、文書
の作成・編集、イラストの操
作、案内チラシ作成など

９月３日㈪～６日㈭
午前１０時～午後０時３０分
　　１０日㈪～１３日㈭

午後１時３０分～４時

基礎コース

Excelを使っての操作／表
（家計簿、血圧・体重管理な
ど）、住所録、その他文書作
成など（基礎から始めます）

９月３日㈪～６日㈭
午後１時３０分～４時

　　１０日㈪～１３日㈭
午前１０時～午後０時３０分

活用コース

※いずれも、計８回２０時間。活用コースは文字入力ができる方が対象です。
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捌区民体育祭秋季大会（サッカーは冬季大会）
◇弓道
　 高校の部＝９月２日㈰渇一般の部＝１０月７日㈰／
いずれも午前９時～午後５時 上井草スポーツセンタ
ー弓道場（上井草３崖３４崖１） 種目＝団体・個人の
部 区内在住・在勤・在学者と区弓道連盟会員 高校
の部＝無料、一般の部＝５００円 往復ハガキ（５面記入
例参照）で、９月２０日（必着）までに区弓道連盟・宍
戸文育（〒１６８崖００６５浜田山１崖７崖６崖２０３）へ郵送
 同連盟・宍戸緯３３２９崖４６１４（午後６時～９時） 高
校の部は連盟から通知します
◇バレーボール
　 ９月９日～１１月１１日の日曜日、午前９時～（うち
５日間） 区立中学校、荻窪体育館（荻窪３崖４７崖２）、
上井草スポーツセンター（上井草３崖３４崖１） 種目
＝一般男子・女子（６人制）、家庭婦人・ＰＴＡ（９人
制） 一般男子・女子＝区内在住・在勤の方で編成さ
れたチーム（大学の登録チームと高校生以下は除く）、
家庭婦人＝区内在住者、ＰＴＡは女子現会員 １チー
ム３０００円（代表者会議で集めます） 申込書（区体育
館にあります）を、８月１８日（必着）までに区バレー
ボール協会・矢口ますみ（〒１６７崖００２１井草３崖８崖１５）
へ郵送 同協会・矢口☎５９３４崖６２６５ ①代表者会議を
９月１日㈯午後６時から荻窪体育館で開催します②車
での来場はご遠慮ください
◇空手道
　 １０月７日㈰午前９時～午後５時 日本大学鶴ケ
丘高等学校（和泉２崖２６崖１２） 種目＝組手・形個人
戦（年齢別、男女別）、団体戦 区内在住・在勤・在学
または区空手道連盟の加盟団体に所属している方 個
人戦（１種目につき）＝１０００円、団体戦＝３０００円 申
込用紙（区体育施設にあります）と参加費を現金書留
で、９月１日（必着）までに区空手道連盟・山口昌寿
（〒１６０崖００２２新宿区新宿２崖１４崖７㈱東京ジムキ）へ
郵送 同連盟・高瀬緯０４２崖７７９崖２５３５
◇サッカー
　 ９月２３日～１２月までの日曜日、祝日午前９時～午
後５時 井草森公園運動場（井草４崖１２崖１）、下高井
戸運動場（下高井戸３崖２６崖１）ほか 種目＝高校の
部、一般の部、シニアの部 高校の部＝区内高校の学
校代表チーム渇一般の部＝区内在住・在勤で１８歳以上
の男子（高校生は除く）渇シニアの部＝区内在住・在
勤で４０歳以上の男子で編成されたチーム １チーム
８０００円 ・ 電話で、８月１７日までに区サッカー連盟・
大槻☎０９０崖９８３３崖５０４１（午前９時～午後１０時）へ 連
盟加盟チームには連盟から別途通知します
捌サマースマイルカップソフトバレーボール大会
　 ９月１日㈯午前９時～午後７時（区後援） 上井
草スポーツセンター（上井草３崖３４崖１） １９年度区
ソフトバレーボール連盟登録者 ３６チーム １チー
ム３０００円 申込用紙（区体育施設にあります）と参加
費を現金書留で、８月１３日（必着）までにソフトバレ
ーボール連盟事務局・亀山米子（〒１６７崖００４２西荻北５
崖７崖１１崖４１０）へ郵送 同連盟・亀山５９３８崖８３３１（午
前８時～１０時まで）

捌ミニテニス　○さ 教室番号「０２８３」
　 ９月４日～１０月９日の毎週火曜日、午前１１時～午
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後１時（計６回） 妙正寺体育館 区内在住・在勤・
在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名（抽選） １８００
円 往復ハガキ（５面記入例参照）に生年月日も書い
て、８月１３日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７崖
００３３清水３崖２０崖１２）へ 同体育館☎３３９９崖４２２４ 託
児あり(３歳～未就学児、事前申し込み)
捌ヨガ教室　○さ 教室番号「０２９５」
　 ９月７日～１０月１２日の毎週金曜日、午後７時～９
時（計６回） 高円寺体育館 区内在住・在勤・在学
で１６歳以上の方 ４０名（抽選） １４００円 往復ハガキ
（５面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２日（必
着）までに高円寺体育館（〒１６６崖０００３高円寺南２崖３６
崖３１）へ 同体育館緯３３１２崖０３１３ ①託児あり（３歳
～未就学児、事前申し込み）②車やバイクでの来場は
ご遠慮ください
捌腰・膝痛予防のためのストレッチ　○さ 教室番号
「０３２４」
　 ９月１２日～１１月２８日の毎月第２・４水曜日、午前
９時～１１時（計６回） 永福体育館 区内在住・在
勤・在学で１６歳以上の初心者 ５０名（抽選） １４００円
 往復ハガキ（５面記入例参照）に生年月日も書いて、
８月１３日（必着）までに永福体育館（〒１６８崖００６４永福
３崖５１崖１７）へ 同体育館☎３３２８崖３１４６ 託児あり
（３歳～未就学児、事前申し込み）
捌親子で水遊び　○さ 教室番号「０３４７」
　 ９月８日～１０月１３日の毎週土曜日、午前９時～１１
時（計６回） 杉並第十小学校温水プール 区内在住・
在勤・在学で３歳～就学前の幼児とその保護者 ４０組
８０名（抽選） １組４８００円 往復ハガキ（５面記入例
参照）に親と子両方の生年月日も書いて、８月１１日（必
着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６崖００１２和
田３崖５５崖４９）へ 同プール☎３３１８崖８７６３ ①車での
来場はご遠慮ください②子育て応援券の利用可
捌初心者水泳教室　○さ 教室番号「０３４８」
　 ９月８日～１０月２７日の毎週土曜日、午後７時～９
時（計８回） 杉並第十小学校温水プール 区内在住・
在勤・在学で１６歳以上の初心者 ３２名（抽選） ５０００
円 往復ハガキ（５面記入例参照）に生年月日も書い
て、８月１１日（必着）までに杉並第十小学校温水プー
ル（〒１６６崖００１２和田３崖５５崖４９）へ 同プール☎３３１８
崖８７６３ 車での来場はご遠慮ください
捌ゴルフ入門講座
　 ①９月１日～１０月１１日②１０月２０日～１１月２９日の間
で水曜日、木曜日または土曜日の午前１１時～午後０時
３０分、午後２時～３時３０分、日曜日の午前１１時～午後
０時３０分（各クラス週１回で計６回。区後援） 三鷹
ゴルフセンター（三鷹市牟礼１崖１１崖２８） 区内在住・
在勤の方 各コース１２名 １万５０００円 往復ハガキ
またはファクス（５面記入例参照）に希望のコース（①
か②・曜日・時間帯を記入）を第２希望まで書いて、
各コースの開講日前日（必着）までに大友和男（〒１６６
崖００１１梅里２崖８崖３）または畔蒜（あびる）胃０４２崖
４６３崖５７５０へ（先着順） 畔蒜☎０９０崖５５６０崖０４２４ 筆
記用具とクラブ（パター、７Ｉなど）を持参してくだ
さい
捌働く方のためのジョイフル教養講座「初心者ゴルフ
教室」
　 ９月８日～１０月２７日の毎週土曜日、午後６時３０分
～８時（計８回） ハイランドセンター（高井戸東３
崖１１崖７） 初心者を対象に基本技術、ルール、マナ
ーなど 区内在住・在勤の勤労者で全回出席できる方
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 ２６名（抽選） １万２０００円（保険料含む） ハガキ
（５面記入例参照）に職業・勤務先の電話番号も書い
て、８月２４日（必着）までにNPO法人スクール・アド
バイス・ネットワーク（〒１６７崖００４３上荻１崖２４崖２１協
立第５１ビル３階）へ 同法人☎５３４７崖２３７２（月～金曜
日午前１０時～午後６時） 用具の無料貸し出しあり
捌初心者弓道教室
　 ９月５日～１０月１０日の毎週水曜日、午後１時～５
時（計６回。区共催） 上井草スポーツセンター弓道
場（上井草３崖３４崖１） 区内在住の成人女性 ２０名
（抽選） 無料 往復ハガキ（５面記入例参照）で、
８月２０日（必着）までに宍戸文育（〒１６８崖００６５浜田山
１崖７崖６崖２０３）へ 宍戸☎３３２９崖４６１４（午後６時～
９時）

捌いきいきスポーツ健康塾・リフレッシュ３（スリー）
ゾーン
　｢軽いストレッチで心身をリラックス｣「楽しい運動
で体力に応じて少しずつ筋力アップ」「自転車などを使
い無理なく少しずつ体力アップ」の３つのゾーンを楽
しみながら、元気になっていくプログラムです。
　 ９月１２日～１１月１４日の毎週水曜日、午前１０時～正
午（９月２６日、１０月１７日を除く） ヴィムスポーツア
ベニュウ（宮前２崖１０崖４） 区内在住・在勤・在学
で１６歳以上の方 ７２名（抽選） ４０００円 往復ハガキ
（５面記入例参照）に生年月日と現在の体力状況（自
信がある・普通・無し）も必ず書いて、８月１５日（必
着）までに㈶杉並区スポーツ振興財団（〒１６６崖０００４阿
佐谷南１崖１４崖２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ ㈶杉
並区スポーツ振興財団☎３３１２崖２１１１（区代表）
捌弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）
が必要です。安全に利用していただくために、段位な
どをお持ちでない方は講習会に参加し、認定を受けて
ください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を
発行します。
　 ・ 弓道＝８月２５日㈯渇アーチェリー＝２６日㈰／
いずれも午前９時～午後１時 上井草スポーツセンタ
ー弓道場（上井草３崖３４崖１） 弓道またはアーチェ
リーの経験がある方 各３６名 無料 ・ 電話で、
上井草スポーツセンター☎３３９０崖５７０７へ（先着順）
捌「綱引き大会」のスタッフ（実行委員）を募集
　区体育指導委員と共に、区民体育祭・スポーツレク
リエーション大会「綱引き」の企画・運営をお手伝い
いただける方を募集しています。
　 １１月２５日㈰（時間未定） 荻窪体育館（荻窪３崖
４７崖２） ・ 電話で、８月２２日までに社会教育スポ
ーツ課社会体育係へ 第１回実行委員会を８月２８日㈫
午後７時から区役所第７会議室（西棟６階）で開催し
ます（実行委員会は月１回程度開催）
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○さ の教室は、さざんかねっと「http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2」で申し込
みできます。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要です。申し込みは８月１日午前８
時３０分からハガキ締切日まで。定員を超えた場合は初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

競技大会

スポーツ教室

その他

５～６月のご寄付
（敬称略・順不同）

【福祉】杉並区ゴルフ連盟＝１０万
２０００円渇楠美晃子＝５０００円【ＮＰ
Ｏ支援基金】関谷祐之＝４万５０００
円渇㈱マイルストーン＝５０万円渇
杉並区ＮＰＯ支援基金普及活動委
員会＝１万６４６５円渇匿名＝５万円
渇匿名＝５万１０００円【みどりの基
金】高円寺地域集会施設運営協議
会＝ １万１１３９円渇宮前公園「竹林
の集い」参加者＝ ２万２８６円渇みど
りの基金友の会 ＝１万８１４１円渇み
どりのボランティア杉並・植木応
援団＝４６１７円渇区内造園業者有志
の会 ＝２万６４１円渇山本瑛子・山本
宏＝３万円

ありがとうございました

　まもなく、広島と長崎の６２回目
の原爆の日を迎えます。
　戦争や核兵器による惨禍を二度
と繰り返さないために、原爆死没
者・戦没者のめい福と世界の恒久
平和の実現を祈念し、それぞれの
時刻に合わせて１分間の黙とうを
ささげましょう。
　家庭や地域、職場で平和の尊さ
を見つめなおし、平和への誓いを
新たにしましょう。
◇広島＝８月６日㈪午前８時１５分
◇長崎＝８月９日㈭午前１１時２分
◇全国戦没者追悼式＝

８月１５日㈬正午

平和への祈りを込め平和への祈りを込めてて
黙とうをささげましょ黙とうをささげましょうう

 文化・交流課問

捌ＮＨＫ夏期巡回全国放送ラジオ体操・みんなの体
操祭東京大会
　杉並区政７５年を記念して、３０００名の参加を目指し
開催します。大勢でご参加ください。
　 ８月２６日㈰午前５時５５分～６時４５分（区共催）
 上井草スポーツセンター（上井草３崖３４崖１）
 都内在住の方 無料 当日、直接会場へ 榎本
☎３３９６崖０７５３ 雨天時は体育館履きを持参してく
ださい
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古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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区民健診･がん検診のお知らせ
　区内在住で、職場などでの健（検）診の機会がない方が受けることができます（入院、加療中の方は、受診できません）。
対象年齢は、２０年３月３１日現在です。
　問い合わせは、区コールセンター緯♯８８００または杉並保健所健康推進課緯３３９１崖１０１５へ

備　　　考費用受診場所受診期間対象年齢健（検）診名
【申込締切】郵送受付＝誕生月の２カ月前～
誕生月の翌月末必着、窓口受付＝受診期間内
の受診できる日まで。
葛申し込みの必要がない方＝誕生月の前月末
に受診票を送ります。①６５歳の方②６５歳以外
の方で、１５～１８年度の区民健診を受診した方

無料指定医療
機関

誕生月の１日～末
日（誕生月に受診
できなかった場合
は誕生月の翌々月
まで）

３０歳以上

区民健診
（同時に大腸が
ん検診も受診
できます）

ご希望の方は、区民健診を受診する際に、医
師にご相談ください（男性のみ）。
※前立腺がん検査だけの受診はできません。

７００円
区内の
指定医療
機関

区民健診と同時に
受診できます

５０・５５・６０・
６５・７０歳

前立腺がん
検　査

該当する方には、８月下旬にお知らせします
（申込不要）。無料指定歯科

医療機関
９月１日

～１１月３０日
４０・５０・６０・
７０歳

成人歯科
健　診

X線検査の集団検診。定員４０名。
【申込締切】受診希望日の２週間前の火曜日
（必着）。

１０００円
杉並保健
所３階が
ん検診室

９月１日～２９日の
木・金・土曜日午
前９時～午前中

３５歳以上
９月の胃がん
検　診 ◆次の方は申し込みをご遠慮ください◆

①胃の手術を受けたことがある②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中③妊娠中ま
たは妊娠の可能性がある④おおむね１年以内に胃がん検診（血清ペプシノーゲン検査を含む）を受けた

【申込締切】第１・２回＝終了しました。最終
締切＝８月１４日。８月末に受診票を郵送しま
す。

１０００円指定医療
機関９月３０日まで

３５歳以上肺がん検診
１０００円５５歳以上喉頭がん検診

【申込締切】毎週金曜日（必着）。翌週に受診
票を郵送します。最終締切＝２０年２月８日。
◆乳がん検診の年代別受診期間◆
①４０歳代＝終了②５０歳以上＝１１月３０日まで③
予備期間（①②で受診できなかった方）＝１２月
１日～２０年２月２９日

１０００円
指定医療
機関２０年２月２９日まで

２０歳以上で１８
年度中に受診
していない方

子宮がん
検　診

１０００円
４０歳以上で１８
年度中に受診
していない方

乳がん
検　診

※がん検診の費用は、受診する窓口でお支払いください。なお、生活保護世帯の方は、費用が免除されますので、受診
前に杉並保健所健康推進課または保健センターへお問い合わせください（要申請）。

申込方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚。ただし乳がん、子宮がんは１枚で可）健（検）診名
【記入内容】①○○健（検）診希望②住所③氏名（フリガナ）④生年月日（年齢）⑤性別（乳がん、
子宮がんは不要）⑥電話番号【あて先】〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診、肺が
ん、喉頭がん、子
宮がん、乳がん

【記入内容】①胃がん検診希望②住所③氏名（フリガナ）④生年月日（年齢）⑤性別⑥電話番号⑦受
診希望日（第３希望まで）【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師会胃がん検診担当胃がん

〈秋のポリオ予防接種日程表〉
日程（９月／１０月）場　　所

★９月１０日㈪・★１１日㈫・２１日㈮・２５日㈫／１０月１５日㈪・
１６日㈫・２２日㈪荻窪保健センター（荻窪５崖２０崖１）

★９月１３日㈭・２０日㈭／１０月１１日㈭・１６日㈫・１８日㈭高井戸保健センター（高井戸東３崖２０崖３）
★９月１３日㈭・１９日㈬／１０月１１日㈭・１７日㈬・１９日㈮高円寺保健センター（高円寺南３崖２４崖１５）
★９月１２日㈬・１８日㈫／１０月１日㈪・１６日㈫・１８日㈭上井草保健センター（上井草３崖８崖１９）
★９月１１日㈫・１４日㈮・１８日㈫・２５日㈫／１０月１７日㈬和泉保健センター（和泉４崖５０崖６）

※１．★印の日程および天候によっては例年会場が非常に混雑します。接種までに大変時間がかかる場合が
ありますので、ご了承ください。　※２．今回は予備日はありません。

◇
ま
ち
の
魅
力
を
知
る

　

「
杉
並
区
っ
て
、
ど
ん
な
ま
ち

で
す
か
？
」　

こ
う
尋
ね
ら
れ
た

ら
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
答

え
に
な
り
ま
す
か
。
自
分
が
暮
ら

す
ま
ち
で
も
、
知
ら
な
い
こ
と
は

意
外
に
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

「
杉
並
ら
し
さ
」
に
は
、
住
宅

地
と
の
密
度
の
濃
い
商
店
街
の
賑

わ
い
や
身
近
な
み
ど
り
な
ど
、
徒

歩
圏
の
ス
ケ
ー
ル
で
の
魅
力
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し

た
ま
ち
の
個
性
や
文
化
を
よ
く
知

る
こ
と
で
、
杉
並
の
「
輝
き
」
が

高
ま
り
、
ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

◇
「
ま
ち
歩
き
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

区
は
、
ま
ち
を
知
る
こ
と
や
健

康
増
進
な
ど
を
目
的
に
、「
歩
く
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
向
け
の
事
業

『
一
〇
〇
〇
人
ウ
ォ
ー
ク
』で
は
、

「
認
知
症
予
防
の
第
一
歩
は
、
歩

く
こ
と
か
ら
」
を
目
標
に
、
日
常

生
活
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
で
二
〇
周
年
を
迎
え

る
『
知
る
区
ロ
ー
ド
』
事
業
で
は

今
月
５
日
㈰
を
「
知
る
区
ロ
ー
ド

の
日
」
と
し
て
、
ふ
だ
ん
下
り
て

歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
善
福
寺
川

の
「
川
歩
き
」
や
、「
昔
遊
び
体
験

　

郷
土
博
物
館
」、「
カ
ー
ド
交
換

in

ゲ
ー
ム
」
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

気
持
ち
の
よ
い
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
ま
ち
を
散
歩
し
て
、
地
域
に

も
っ
と
目
を
向
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◇
デ
ザ
イ
ン
に
「
杉
並
ら
し
さ
」

　

ま
ち
を
歩
く
と
、
区
の
掲
示
板

に
様
々
な
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
区
が
外
部
に

発
信
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
デ
ザ

イ
ン
は
統
一
性
に
欠
け
、
見
る
側

に
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
工
夫

が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

区
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
よ
り
魅
力

的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
去
る
５

月　

日
に
、
区
内
の
女
子
美
術
大

２８
学
と
デ
ザ
イ
ン
力
向
上
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
一
三
件
の
ポ
ス
タ

ー
を
対
象
に
、「
杉
並
ら
し
さ
」
を

引
き
出
し
な
が
ら
統
一
感
の
と
れ

た
魅
力
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
作
成

に
、
連
携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
 

企
画
課

問

　区民の皆さんと区長が共に区政について考えるために
「区政を話し合う会」を開催します。
　今回は、８月実施分の発言者を募集します（９月以降の
回は今後の「広報すぎなみ」で募集します）。どなたでも自
由に参加できます。杉並区を豊かで活力あるまちとするた
め、多くの皆さんのご発言・ご参加をお待ちしています。
　 ・ 下表のとおり 発言したい方＝ハガキ、ファクス
またはEメールに、発言したいテーマ（件名）と要旨（１００
字程度）・会場名・住所・氏名（フリガナ）・電話番号を書
いて、８月１０日（必着）までに区政相談課胃３３１２崖３５３１死
sodan-k@city.suginami.lg.jpへ渇傍聴したい方＝当日、
直接会場へ 区政相談課 ①１人の発言時間は５分程度
です②応募者多数の場合は人数を調整する場合があります
③人数に余裕がある場合は当日も発言を受け付けます④手
話通訳を希望する方は、８月１０日までに区政相談課へ

時 場 申

問 他

　

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
母
子
手

帳
と
お
手
元
の
予
防
接
種
予
診
票
冊

子
の
ポ
リ
オ
予
診
票
を
切
り
離
し
て

ご
持
参
の
う
え
、
お
近
く
の
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
（
個
別
の
通
知
は

し
て
い
ま
せ
ん
）。杉
並
区
に
転
入
し

た
方
や
７
歳
６
カ
月
未
満
の
未
接
種

の
方
で
、
お
手
元
に
予
診
票
が
な
い

方
は
、
各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
母
子
手

帳
持
参
）。

　

発
熱
・
下
痢
・
急
性
疾
患
な
ど
、

当
日
の
予
診
結
果
に
よ
っ
て
は
接
種

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

相
談
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

左
上
表
の
と
お
り 

受
付

時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

１５

３０

（
時
間
厳
守
）
▽
接
種
開
始
＝
午
後

１
時　

分
（
検
温
の
た
め
の
番
号
札

３０

は
０
時　

分
か
ら
会
場
付
近
に
設
置

３０

し
ま
す
。
０
時　

分
以
前
の
入
場
は

３０

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▽
予
防
接
種
の

流
れ
＝
検
温
→
受
付
→
予
診
→
承
認

の
署
名
→
ワ
ク
チ
ン
服
用
▽
持
ち
物

＝
母
子
手
帳
、
ポ
リ
オ
予
診
票 

杉

並
保
健
所
保
健
予
防
課
緯
３
３
９
１

倆
１
０
２
５ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

時

場

内
問

他

区長と一緒に話し合いません区長と一緒に話し合いませんかか

〈区政を話し合う会〉
場　　所時　　間月　日回

永福和泉地域区民センター
（和泉３崖８崖１８）午後６時３０分

～８時３０分

８月２８日㈫１

井草地域区民センター
（下井草５崖７崖２２）３１日㈮２

９月以降の開催予定※今後の「広報すぎなみ」で募集
荻窪タウンセブン８階
（上荻１崖９崖１）

午後２時
～４時９月１５日㈯３

高井戸地域区民センター
（高井戸東３崖７崖５）

午前１０時３０分
～正午１０月１４日㈰４

西荻地域区民センター
（桃井４崖３崖２）

午後６時３０分
～８時３０分１１月６日㈫５

セシオン杉並
（梅里１崖２２崖３２）未　定20年３月上旬６

※第１、２、５回は「区政一般について」、第３回は「健康」、第４回は
「環境」、第６回は「子育て」の分野からテーマを設定して話し合い
ます。

捌区政を話し合う会

秋
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

▲知る区ロードの日


